
2/20～2/26

No. 疾患名 今週 前週 No. 疾患名 今週 前週

1 　インフルエンザ 583 731 10　ヘルパンギーナ 18 29

2 　ＲＳウイルス感染症 53 53 11
　流行性耳下腺炎
　（おたふくかぜ）

1 4

3 　咽頭結膜熱 12 8 12　急性出血性結膜炎 0 0

4
　Ａ群溶血性レンサ球菌
　咽頭炎

16 11 13
　流行性角結膜炎
　（はやり目）

1 4

5 　感染性胃腸炎 283 330 14　細菌性髄膜炎 0 0

6 　水痘 2 4 15　無菌性髄膜炎 0 0

7 　手足口病 5 4 16　マイコプラズマ肺炎 0 0

8
　伝染性紅斑
　（りんご病）

0 0 17　クラミジア肺炎 0 0

9 　突発性発しん 17 22 18
　感染性胃腸炎
   （ﾛﾀｳｲﾙｽ）

0 0

【報告数の多い疾患】 ※地区別：定点当たりの報告数が多い地域を順に記載

① インフルエンザ
報告数：583件   (前週：731件) 　　　　　　年齢別：10-14歳 108件 (18.5%)

② 感染性胃腸炎
報告数：283件   (前週：330件) 　　　　　　年齢別：1歳 43件 (15.2%)

③ ＲＳウイルス感染症
報告数：53件   (前週：53件) 　　　　　　年齢別：1歳 19件 (35.8%)

熊本県感染症情報 (第8週)

県内１５４定点医療機関からの報告数

地区別：八代、熊本、宇城

地区別：菊池、有明、御船

地区別：八代、山鹿、宇城

※各疾患別定点医療機関数
No.1 ：８０ No.１２、１３ ：９
No.２～１１ ：５０ No.１４～１８ ：１５

【劇症型溶血性レンサ球菌感染症に注意しましょう！！】

今週（第８週）は劇症型溶血性レンサ球菌感染症の報告が１件（今年累計：２件）ありました。昨年同週の報告数は０件（昨年同期累

計：０件）でした。近年の発生数は１０件以内ですが、発病から病状の進行が非常に急激かつ劇的で、手足の壊死や多臓器不全を起こし、

ショック状態から死に至ることもあることから、メディアなどで「人食いバクテリア」とも呼ばれ恐れられています。特別な予防法はあり

ませんが、抗菌薬による治療が有効なので、感染の兆候が見られた場合には、早めに医療機関を受診し、治療につなげましょう。

【劇症型溶血性レンサ球菌感染症とは】（参考：国立感染症研究所ホームページ）

・特徴は？

主にＡ群溶血性レンサ球菌により引き起こされます。通常は、感染しても無症候のことも多く、一般的な疾患は咽頭炎で、その多くは小

児が罹患します。しかし、稀に通常は細菌が存在しない組織（血液、筋肉、肺など）に菌が侵入し、急激に症状が進行する重篤な疾患とな

ることがあります。

劇症型溶血性レンサ球菌感染症は子供から大人まで広範囲の年齢層に発症し、特に３０歳以上の大人に多いとされています。

・感染経路は？

上気道感染や創傷感染等がありますが、感染経路が不明な場合もあります。

・症状は？

免疫不全などの重篤な基礎疾患をほとんど持っていなくても、突然発病

する例があります。初期症状としては四肢の疼痛、腫脹、発熱、血圧低下

などで、発病から病状の進行が非常に急激かつ劇的で、発病後数十時間以

内には軟部組織壊死、急性腎不全、多臓器不全等を引き起こし、ショック

状態から死に至ることも多いといわれています。

・治療は？

集中管理のもと、ペニシリン系などの抗菌薬による治療が行われます。

壊死を起こした部分は切除し、感染の拡大を防ぎます。

早期治療が重要です。



第1週 第2週 第3週 第4週 第5週 第6週 第7週 第8週 第5週 第6週 第7週
７週前 ６週前 ５週前 ４週前 ３週前 ２週前 １週前 今週 全国３週前 全国２週前 全国１週前

1/2～
1/8

1/9～
1/15

1/16～
1/22

1/23～
1/29

1/30～
2/5

2/6～
2/12

2/13～
2/19

2/20～
2/26

1/30～
2/5

2/6～
2/12

2/13～
2/19

437 688 700 726 833 913 731 583 62,583 63,786 62,101
5.46 8.60 8.75 9.08 10.41 11.41 9.14 7.29 12.66 12.91 12.56
14 32 84 71 57 59 53 53 1,020 952 1,009

0.28 0.64 1.68 1.42 1.14 1.18 1.06 1.06 0.32 0.30 0.32
5 5 11 3 6 11 8 12 406 389 554

0.10 0.10 0.22 0.06 0.12 0.22 0.16 0.24 0.13 0.12 0.18
6 5 8 4 8 10 11 16 1,384 1,313 1,660

0.12 0.10 0.16 0.08 0.16 0.20 0.22 0.32 0.44 0.42 0.53
233 335 352 295 325 351 330 283 24,866 22,843 23,029
4.66 6.70 7.04 5.90 6.50 7.02 6.60 5.66 7.89 7.26 7.31
3 6 3 3 2 7 4 2 213 185 264

0.06 0.12 0.06 0.06 0.04 0.14 0.08 0.04 0.07 0.06 0.08
15 12 15 10 9 6 4 5 293 264 242

0.30 0.24 0.30 0.20 0.18 0.12 0.08 0.10 0.09 0.08 0.08
0 0 0 0 0 0 0 0 20 22 46

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.01 0.01
18 22 21 26 23 14 22 17 697 676 686

0.36 0.44 0.42 0.52 0.46 0.28 0.44 0.34 0.22 0.21 0.22
7 17 25 25 36 23 29 18 156 126 157

0.14 0.34 0.50 0.50 0.72 0.46 0.58 0.36 0.05 0.04 0.05
2 1 3 1 2 1 4 1 96 91 96

0.04 0.02 0.06 0.02 0.04 0.02 0.08 0.02 0.03 0.03 0.03
0 0 0 0 0 0 0 0 3 7 5

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.01
2 4 5 5 2 5 4 1 144 125 155

0.22 0.44 0.56 0.56 0.22 0.56 0.44 0.11 0.21 0.18 0.22
0 0 0 2 0 0 0 0 3 7 8

0.00 0.00 0.00 0.13 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.01 0.02
0 1 0 0 0 1 0 0 12 9 10

0.00 0.07 0.00 0.00 0.00 0.07 0.00 0.00 0.03 0.02 0.02
0 0 0 0 0 0 0 0 9 7 8

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02 0.01 0.02
0 0 0 0 0 0 0 0 - - -

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 - - -
0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 10

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.01 0.02

※ 上段：患者数、下段：定点一医療機関当たりの患者報告数

　※県保健環境科学研究所で病原体検査を実施した結果を記載しています。

　　 季節性インフルエンザではどのウイルスタイプが主流かといった傾向を示しています。

　○インフルエンザウイルス検出状況（PCR検査結果）　※2022/23シーズン(R4.9/5～)の累計

（今シーズン累計）

（昨シーズン累計）

　○呼吸器疾患病原体検出状況　※第１週(R5.1/2～)からの累計

　○感染性胃腸炎病原体検出状況　※第１週(R5.1/2～)からの累計

（※かっこ内は昨シーズン累計）

（※かっこ内は昨シーズン累計）

0件　(0件) 0件　(2件) 0件　(0件) 0件　(2件) 0件　(0件)

ノロウイルス サポウイルス ロタウイルス アストロウイルス アデノウイルス その他

0件　(0件)

1件　(3件) 331件　(6135件)

5件　(40件) 1件　(9件) 0件　(3件) 0件　(0件) 1件　(0件) 0件　(2件)

アデノウイルス その他

エンテロウイルス

0件 0件 0件 0件

0件 0件 0件 0件

ライノウイルス ＲＳウイルス パラインフルエンザウイルス ヒトメタニューモウイルス コロナウイルス

【　病原体検査情報　】

Ａ型
Ｂ型

季節性　Ｈ１ｐdm（AＨ１pdm09） Ｈ１（ソ連型） Ｈ３（香港型）

ヘルパンギーナ

【大きな流行が発生又は継続しつつある地域（保健所）】
（※全国の流行状況の情報還元に時間差があるため、全国の情報は１週前までの内容になります。） 感染性胃腸炎 ：菊池

ＲＳウイルス感染症

【全国より一定点当たり２倍以上(３週連続)多い感染症 】

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

感染性胃腸炎（ﾛﾀｳｲﾙｽ）

【１類～５類感染症(全数把握）の報告】
５類感染症
　劇症型溶血性レンサ球菌感染症：１件（今年２件）
　梅毒：４件（今年４２件）

無菌性髄膜炎

A群溶血性レンサ球菌
咽頭炎

感染性胃腸炎

水　　　　痘

手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

咽頭結膜熱

熊本県感染症情報 (第8週)

報告期間

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症



※一定点当たりの数値が10.00を超えた場合の推移は前の表で確認してください。

0.00 2.00 4.00 6.00 8.00 10.00

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

A群溶血性レンサ球菌

感染性胃腸炎

水 痘

手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

感染性胃腸炎（ﾛﾀｳｲﾙｽ）

一定点当たり数

７週前

６週前

５週前

４週前

３週前

２週前

１週前

今週

一定点当たり週別発生状況の推移



第8週

 熊本県内８０の医療機関（定点）からの患者報告数のグラフです。

インフルエンザ
2/20～2/26

〇第１週（2018年）～第８週（2023年）

〇第27週（2017/18）～第８週（2022/23）



保健所別発生状況  (インフルエンザ・小児科・眼科・基幹定点）
第8週

保健所名 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ
RSｳｲﾙｽ
感染症

咽頭
結膜熱

A群溶血性ﾚ

ﾝｻ球菌咽頭

炎

感染性
胃腸炎

水痘 手足口病
伝染性
紅斑

突発性
発しん

ﾍﾙﾊﾟﾝ
ｷﾞｰﾅ

流行性
耳下腺炎

急性
出血性
結膜炎

流行性
角結膜炎

細菌性
髄膜炎

無菌性
髄膜炎

ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ
肺炎

ｸﾗﾐｼﾞｱ
肺炎

感染性
胃腸炎
（ﾛﾀｳｲﾙｽ）

1熊本市保健所 236 6 4 2 82 0 2 0 5 5 0 0 1 0 0 0 0 0

2山鹿保健所 6 8 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3菊池保健所 62 3 0 2 65 1 0 0 3 5 0 0 0 0 0 0 0 0

4阿蘇保健所 21 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5御船保健所 21 1 1 2 22 1 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6八代保健所 109 17 0 2 15 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0

7水俣保健所 11 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8人吉保健所 8 0 0 1 14 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9有明保健所 50 6 5 1 51 0 0 0 2 3 1 0 0 0 0 0 0 0

10宇城保健所 51 8 1 2 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11天草保健所 8 2 1 2 14 0 0 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0

計 583 53 12 16 283 2 5 0 17 18 1 0 1 0 0 0 0 0

保健所別一定点当り患者報告数

保健所名 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ
RSウイルス

感染症

咽頭

結膜熱

A群溶連菌

咽頭炎

感染性

胃腸炎
水痘 手足口病

伝染性

紅斑

突発性

発しん

ﾍﾙﾊﾟﾝ

ｷﾞｰﾅ

流行性

耳下腺炎

急性
出血性
結膜炎

流行性

角結膜炎

細菌性

髄膜炎

無菌性

髄膜炎

ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ

肺炎

ｸﾗﾐｼﾞｱ

肺炎

感染性
胃腸炎
（ﾛﾀｳｲﾙｽ）

1熊本市保健所 9.44 0.38 0.25 0.13 5.13 0.00 0.13 0.00 0.31 0.31 0.00 0.00 0.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

2山鹿保健所 2.00 4.00 0.00 1.00 2.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00- - 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

3菊池保健所 7.75 0.60 0.00 0.40 13.00 0.20 0.00 0.00 0.60 1.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

4阿蘇保健所 7.00 0.00 0.00 0.00 2.50 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00- - 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

5御船保健所 4.20 0.33 0.33 0.67 7.33 0.33 1.00 0.00 0.33 0.00 0.00- - 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

6八代保健所 15.57 4.25 0.00 0.50 3.75 0.00 0.00 0.00 0.75 0.25 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

7水俣保健所 3.67 1.00 0.00 0.00 1.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00- - 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

8人吉保健所 1.60 0.00 0.00 0.33 4.67 0.00 0.00 0.00 0.33 0.00 0.00- - 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

9有明保健所 6.25 1.20 1.00 0.20 10.20 0.00 0.00 0.00 0.40 0.60 0.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

10宇城保健所 8.50 2.00 0.25 0.50 2.25 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00- - 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

11天草保健所 1.14 0.50 0.25 0.50 3.50 0.00 0.00 0.00 0.50 1.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均 7.29 1.06 0.24 0.32 5.66 0.04 0.10 0.00 0.34 0.36 0.02 0.00 0.11 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00



年齢別発生状況（インフルエンザ・小児科・眼科・基幹定点）
第8週
インフルエンザ定点年齢区分 合計

0-5
ヵ月

6-11
ヵ月

1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10-14歳 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上

インフルエンザ 583 1 8 13 30 39 45 65 53 34 43 27 108 21 14 45 20 6 8 2 1

小児科定点年齢区分 合計
0-5
ヵ月

6-11
ヵ月

1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10-14歳 15-19歳 20歳以上

RSウイルス感染症 53 9 3 19 9 9 0 0 4 0 0 0 0 0 0
咽頭結膜熱 12 0 0 8 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
Ａ群溶連菌咽頭炎 16 0 0 1 1 1 5 2 0 2 0 0 3 0 1
感染性胃腸炎 283 2 9 43 36 38 24 24 20 7 12 11 20 5 32
水痘 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0
手足口病 5 0 0 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
伝染性紅斑 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
突発性発疹 17 0 5 10 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ヘルパンギーナ 18 0 0 11 4 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0
流行性耳下腺炎 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

眼科定点年齢区分 合計
0-5
ヵ月

6-11
ヵ月

1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10-14歳 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

急性出血性結膜炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
流行性角結膜炎 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

基幹定点年齢区分 合計 0歳 1-4歳 5-9歳 10-14歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70歳以上

細菌性髄膜炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
無菌性髄膜炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
マイコプラズマ肺炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
クラミジア肺炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
感染性胃腸炎（ﾛﾀｳｲﾙｽ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


